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序
章
　
　
　
期
間
限
定
越
境
捜
査

２
０
０
９
年
（
日
本
時
間
）
十
二
月
二
六
日
（
金
）・AM

 7 : 05

イ
タ
リ
ア
滞
在
十
日
以
内
に
事
件
を
解
決
せ
よ
と
い
う
、
警
視
庁
か
ら
の
特
例
措
置
命
令
で
あ
る
。
警
視
庁

捜
査
一
課
か
ら
越
境
捜
査
担
当
に
選
ば
れ
た
の
は
二
人
の
刑
事
。
一
人
は
葉
月
摩
耶
、
三
七
歳
。
警
視
庁
捜
査

一
課
に
所
属
す
る
、
洗
脳
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
捜
査
官
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
同
じ
く
警
視
庁
捜
査
一
課
の
警

部
、
成
城
有
正
で
あ
る
。
成
城
は
四
一
歳
。
髪
を
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
し
て
い
た
。
警
視
庁
で
は
禁
じ
ら
れ
て
い

た
が
、
自
分
の
個
性
だ
と
い
っ
て
成
城
は
譲
ら
ず
、
上
司
が
上
層
部
に
取
り
計
ら
っ
て
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
を
許
可

さ
れ
た
の
だ
っ
た
。そ
の
髪
型
か
ら
成
城
は
同
僚
か
ら
ポ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
。葉
月
も
成
城
の
こ
と
を
ポ
ー

ル
と
呼
ん
だ
。

ポ
ー
ル
は
葉
月
の
こ
と
を
、
マ
ヤ
と
呼
ん
で
い
た
。
ポ
ー
ル
は
黒
の
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
。
角
刈
り
で
精
悍

な
顔
立
ち
を
し
て
い
た
。
身
長
百
八
十
セ
ン
チ
、
体
重
九
十
キ
ロ
、
柔
道
で
鍛
え
た
堂
々
た
る
体
格
で
あ
る
。
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マ
ヤ
は
、
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ
な
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
丸
顔
。
瞳
の
大
き
さ
が
際
立
ち
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
童
顔

で
あ
る
。
ダ
ー
ク
ブ
ル
ー
の
警
備
服
に
身
を
包
ん
で
い
る
。
ポ
ー
ル
は
客
室
乗
務
員
に
赤
ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
と
、

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
を
頼
み
、
グ
ラ
ス
を
二
個
頼
ん
だ
。
や
が
て
乗
務
員
が
、
注
文
し

た
も
の
を
ワ
ゴ
ン
に
乗
せ
て
き
た
。
ポ
ー
ル
は
注
文
の
品
を
前
座
席
の
後
部
か
ら
ト
レ
イ
を
引
き
出
し
、
置
い

た
。

「
マ
ヤ
、
ミ
ラ
ノ
ま
で
六
時
間
で
着
く
。
こ
れ
か
ら
の
捜
査
の
気
付
け
薬
の
つ
も
り
で
、
一
緒
に
飲
ん
で
く
れ

な
い
か
」

「
あ
り
が
と
う
、
ポ
ー
ル
。
喜
ん
で
い
た
だ
く
わ
」
マ
ヤ
は
１
９
９
９
年
、
二
五
歳
の
時
、
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン

葉
月
祐
市
と
結
婚
し
た
。

二
年
後
（
２
０
０
１
）
九
月
十
一
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
旅
客
機
二
機
が
、
さ

ら
に
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
防
総
省
ビ
ル
に
一
機
が
突
っ
込
み
、
他
の
一
機
が
ビ
ッ
ツ
バ
ー
ク
郊
外
に
墜
落
し
た
。

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
旅
客
機
は
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
機
お
よ
び
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
定
期
便
で
、

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
南
北
二
棟
は
崩
壊
。
死
者
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
五
千
人
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ま

だ
か
つ
て
な
い
惨
事
を
引
き
起
こ
し
た
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
９
・
１
１
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ア
ル
カ
イ
ダ
に
対
す
る
報
復
を
宣
言
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
テ
ロ
の
首
謀
者
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

お
よ
び
彼
の
率
い
る
ア
ル
カ
イ
ダ
の
引
き
渡
し
を
タ
リ
バ
ン
政
権
に
要
求
し
た
が
、
彼
ら
は
拒
否
し
た
。
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激
怒
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
同
年
十
月
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ブ
ー
ル
を
占
拠
し
て
い
た
タ
リ
バ

ン
撲
滅
の
た
め
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
攻
撃
を
開
始
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
こ
の
攻
撃
をw

ar

（
戦

争
）
と
呼
ん
だ
。

翌
２
０
０
２
年
二
月
、
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
職
務
の
た
め
に
米
空
軍
攻
撃
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
と
赴
い
た
葉
月
祐
市
は
、
米
空
軍
の
機
銃
掃
射
に
逃
げ
惑
う
住
民
た
ち
を
、
望
遠
レ
ン
ズ
付

き
ラ
イ
カ
で
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
逃
げ
て
く
る
住
民
た
ち
の
前
方
か
ら
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
見
な
が
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
続
け
て
い
た
そ
の
と
き
、
米
空
軍
の
機
銃
掃
射
の
弾
を
受
け
、
殉
職
し
た
。
享
年
三
一
歳

だ
っ
た
。

祐
市
と
成
城
は
、
東
都
大
学
の
同
級
生
で
あ
り
、
親
友
だ
っ
た
。

成
城
は
八
年
前
、
あ
の
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
こ
っ
た
年
に
、
あ
る
事
件
に
遭
遇
し
、
い

ち
ど
に
妻
子
を
喪
っ
た
。

宅
配
便
を
装
っ
た
十
九
歳
の
少
年
が
、
世
田
谷
の
自
宅
に
い
た
妻
を
強
姦
し
た
あ
と
絞
殺
し
、
一
緒
に
い
た

六
歳
の
娘
も
絞
殺
し
た
の
で
あ
る
。
捜
査
か
ら
約
一
か
月
後
、
加
害
者
の
少
年
は
成
城
の
家
か
ら
二
キ
ロ
ほ
ど

離
れ
た
公
営
住
宅
の
五
階
の
一
室
に
い
た
と
こ
ろ
を
捜
査
員
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
場
で
逮
捕
さ
れ
た
。
が
、
捜

査
員
が
目
を
離
し
た
隙
に
廊
下
か
ら
身
を
投
げ
、
自
殺
し
た
。
死
因
は
頭
が
い
骨
陥
没
骨
折
に
よ
る
脳
挫
傷
。

ほ
ぼ
即
死
で
あ
る
。

こ
の
事
件
捜
査
か
ら
は
成
城
は
外
さ
れ
た
。
被
害
者
が
警
察
官
の
身
内
の
場
合
、
加
害
者
へ
の
恨
み
が
先
走
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り
、
最
悪
の
結
果
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
捜
査
員
の
ミ
ス
に
よ
っ
て
、
加
害
者

の
自
殺
と
い
う
最
悪
の
結
果
を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
、
当
時
警
部
補
だ
っ
た
成
城
は
何
と
も
や
り
き
れ
な

い
思
い
を
抱
い
た
。
で
き
る
も
の
な
ら
自
分
の
手
で
殺
し
た
か
っ
た
。
加
害
者
を
殺
し
た
と
し
て
も
、
妻
子
が

生
き
返
る
こ
と
は
な
い
と
判
っ
て
い
な
が
ら
。

妻
子
を
い
ち
ど
に
喪
っ
て
自
暴
自
棄
に
な
り
か
か
っ
て
い
た
成
城
は
、
祐
市
と
摩
耶
が
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
を

よ
く
訪
れ
て
は
、
一
緒
に
ウ
イ
ス
キ
ー
の
水
割
り
を
飲
み
な
が
ら
、
祐
市
に
み
ず
か
ら
の
胸
の
内
を
吐
い
た
。

吐
い
て
は
嗚
咽
し
た
。
宥
め
よ
う
も
な
い
ほ
ど
残
酷
な
事
件
に
遭
遇
し
た
親
友
を
、
そ
れ
で
も
、
祐
市
は
、
と

も
に
泣
き
な
が
ら
、
や
り
場
の
な
い
感
情
を
吐
露
し
て
は
飲
み
、
嗚
咽
に
咽
ん
で
は
飲
む
成
城
の
悲
哀
の
言
葉

に
相
槌
を
打
つ
こ
と
で
友
の
憂
悶
を
受
け
止
め
た
。
そ
う
や
っ
て
夜
を
明
か
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

摩
耶
は
、
そ
ん
な
二
人
の
姿
を
傍
ら
で
見
な
が
ら
、
成
城
に
降
り
か
か
っ
た
災
難
に
心
か
ら
同
情
し
な
が
ら

も
、
腹
を
割
っ
て
話
せ
る
親
友
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
い
か
に
大
事
な
こ
と
か
を
身
に
染
み
て
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
一
年
後
、
同
時
多
発
テ
ロ
に
対
す
る
報
復
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
の
本

拠
地
で
あ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
と
赴
い
た
祐
市
は
、
戦
地
の
住
民
た
ち
を
撮
影
中
、
米
空
軍
の
機
銃
掃
射
の

弾
を
受
け
て
殉
職
し
た
。

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
と
い
う
祐
市
の
職
務
が
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
祐
市
の
死
が
現
実
と
し
て
み
ず
か
ら
に
突
き
付
け
ら
れ
た
と
き
、
摩
耶
は
祐
市
の
死
を
現
実
と
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し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
の
死
を
現
実
と
し
て
受
け
止
め
得
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
あ

る
程
度
の
年
月
を
必
要
と
し
た
。

妻
子
を
酷
い
や
り
方
で
奪
わ
れ
た
成
城
に
と
っ
て
、唯
一
の
精
神
の
拠
り
処
だ
っ
た
祐
市
を
喪
っ
た
こ
と
は
、

成
城
に
と
っ
て
も
言
葉
に
な
ら
な
い
痛
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
通
夜
の
と
き
、
永
遠
の
眠
り

に
つ
い
た
祐
市
の
棺
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
に
し
て
慟
哭
し
て
い
た
成
城
の
姿
を
思
い
出
す
た
び
に
、
摩
耶
は
、
唯

一
の
友
を
喪
っ
た
悔
し
さ
を
ど
こ
に
ぶ
つ
け
て
い
い
か
判
ら
な
い
成
城
の
心
情
を
察
し
た
。
成
城
（
ポ
ー
ル
）

と
摩
耶
（
マ
ヤ
）
は
、
お
互
い
に
辛
い
過
去
を
持
つ
者
同
士
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ヤ
と
ポ
ー
ル
は
、
警

視
庁
の
同
じ
課
に
所
属
し
、
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
間
柄
だ
っ
た
が
、
暗
黙
の
了
解
と
し
て
お
互

い
の
過
去
に
は
触
れ
な
い
こ
と
に
し
て
い
た
。

遺
体
発
見
の
概
要

《
２
０
０
９
年
十
二
月
二
一
日
。
フ
ラ
ン
ス
、
リ
グ
ー
リ
ア
海
に
浮
か
ぶ
コ
ル
ス
島
の
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
共
和
国

時
代
に
建
て
ら
れ
た
カ
ル
ヴ
ィ
の
要
塞
近
く
の
岸
壁
で
、
若
い
女
性
の
全
裸
死
体
が
発
見
さ
れ
た
。
発
見
者
は

現
場
近
く
の
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
。
発
見
時
刻
は
午
前
七
時
二
十
分
頃
。
宿
泊
客
が
岸
壁
を
散
策
中
に
被
害
者
の

死
体
を
発
見
し
た
。

波
打
ち
ぎ
わ
に
遺
棄
さ
れ
た
死
体
に
は
、
頭
部
が
無
か
っ
た
。
背
中
に
五
芒
星
（
ペ
ン
タ
グ
ラ
ム
）
の
マ
ー

ク
が
、
海
水
で
消
え
か
か
っ
て
い
た
が
、
黒
マ
ジ
ッ
ク
で
書
き
な
ぐ
っ
た
よ
う
に
印
さ
れ
て
い
た
。
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頸
部
に
索
条
痕
が
あ
り
、
交
錯
す
る
親
指
大
の
鬱
血
痕
か
ら
、
犯
人
は
被
害
者
の
首
を
み
ず
か
ら
の
手
で
絞

め
て
殺
害
し
た
あ
と
、
鋭
利
な
刃
物
で
被
害
者
の
首
を
切
断
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
検
死
の
結
果
、
判
明

し
た
。

頭
部
は
、
犯
人
が
被
害
者
の
顔
を
隠
す
た
め
に
持
ち
去
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
死
亡
推
定
時
刻
は

二
〇
日
の
午
後
九
時
か
ら
午
前
一
時
ま
で
の
間
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

検
死
の
結
果
、
被
害
者
の
身
元
は
右
足
ア
キ
レ
ス
腱
の
治
療
痕
か
ら
判
明
し
た
。
被
害
者
は
高
校
生
の
と
き

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
て
、
試
合
中
に
右
足
ア
キ
レ
ス
腱
が
切
れ
て
治
療
し
た
と
の
遺
族
の
証
言
か

ら
、
被
害
者
は
イ
タ
リ
ア
女
子
短
期
ア
カ
デ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
で
、
カ
プ
リ
島
在
住
の
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
カ

ル
デ
ィ
ナ
ー
ニ
さ
ん
（
二
一
）
と
判
明
し
た
。

翌
二
二
日
。
午
前
七
時
頃
、
第
一
被
害
者
が
在
住
し
て
い
た
カ
プ
リ
島
の
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
庭
園
内
か
ら

若
い
女
性
の
全
裸
死
体
が
庭
園
の
管
理
人
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
死
体
は
庭
園
の
植
木
の
陰
に
遺
棄
さ
れ
て

い
た
。
死
体
に
は
第
一
被
害
者
と
同
じ
く
、
頭
部
が
無
か
っ
た
。
以
下
、
死
体
の
形
状
は
第
一
被
害
者
と
同
じ

で
、
頭
部
は
無
く
、
背
中
に
は
五
芒
星
が
黒
マ
ジ
ッ
ク
で
印
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
一
犯
に
よ
る
犯

行
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

検
死
の
結
果
、
虫
垂
炎
の
手
術
創
か
ら
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
プ
ラ
ー
ト
に
両
親
と
住
ん
で
い
た
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・

フ
ェ
リ
ー
ニ
さ
ん
（
二
一
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
彼
女
は
第
一
被
害
者
と
同
じ
く
、
イ
タ
リ
ア
女
子
短

期
ア
カ
デ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
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翌
二
三
日
。午
前
八
時
半
頃
、イ
タ
リ
ア
、サ
ン
・
マ
リ
ノ
に
あ
る
古
代
遺
跡
、〈
第
二
の
塔
〉内
で
頭
部
の
無
い
、

若
い
女
性
の
全
裸
死
体
が
観
光
客
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
死
体
の
形
状
等
は
、
第
一
、
第
二
被
害
者
と
同
じ

で
あ
る
。
右
脇
腹
に
紫
色
の
蝶
の
タ
ト
ゥ
ー
が
あ
り
、
タ
ト
ゥ
ー
専
門
店
を
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
、
被
害
者
の
右

脇
腹
に
紫
色
の
蝶
の
タ
ト
ゥ
ー
を
ほ
ど
こ
し
た
こ
と
を
証
言
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
遺
族
の
証
言
に
よ
り
被
害

者
の
身
元
が
判
明
し
た
。
ミ
ラ
ノ
に
両
親
、
弟
さ
ん
と
住
ん
で
い
て
前
被
害
者
と
同
じ
大
学
に
通
っ
て
い
た
生

徒
で
、
マ
ジ
ョ
ル
カ
・
ベ
ル
ニ
ー
ニ
さ
ん
（
二
一
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
こ
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
（
国
際
刑
事
警
察
機
構
）
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
連
邦
警
察
は
、

同
一
犯
に
よ
る
連
続
殺
人
事
件
と
断
定
。「
イ
タ
リ
ア
女
子
短
期
ア
カ
デ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
・
女
生
徒
連
続
殺
人

事
件
」
と
し
て
パ
リ
司
法
警
察
署
に
仏
伊
合
同
捜
査
本
部
を
設
置
し
、
捜
査
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
人
の
被
害
者
に
は
遺
族
か
ら
二
一
日
付
で
捜
索
願
が
出
さ
れ
て
い
て
、
ナ
ポ
リ
署
、
ミ
ラ
ノ
署
、
パ
リ
市

警
が
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
で
受
理
し
て
い
た
。
さ
ら
に
二
人
の
行
方
不
明
者
に
よ
る
捜
索
願
が
イ
タ
リ
ア
県
警
に

出
さ
れ
て
お
り
、
県
警
は
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
（
治
安
作
戦
中
央
部
隊
）
を
動
員
し
、
二
人
の
捜
索
に
全
力
を
そ
そ
い
だ
。

同
校
の
関
係
者
、
教
師
、
生
徒
は
警
察
官
の
保
護
監
視
付
き
で
、
必
要
最
小
限
の
外
出
も
含
め
て
、
全
員
、

犯
人
が
逮
捕
さ
れ
る
ま
で
自
宅
待
機
と
な
っ
た
。

翌
二
四
日
、
厳
重
警
備
の
捜
査
網
を
く
ぐ
っ
て
、
第
四
の
犠
牲
者
が
出
た
。
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
の
海
岸
で
、

遺
棄
現
場
近
く
の
ホ
テ
ル
従
業
員
に
よ
っ
て
、
頭
部
の
無
い
、
若
い
女
性
の
全
裸
死
体
が
発
見
さ
れ
た
。
死
体

の
背
中
に
は
五
芒
星
の
マ
ー
ク
が
黒
マ
ジ
ッ
ク
で
印
さ
れ
て
い
た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
お
よ
び
死
体
の
骨
格
、体
格
、
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頭
部
を
含
め
て
推
定
し
た
身
長
に
よ
り
、
遺
族
（
父
親
）
は
、
ほ
ぼ
娘
に
間
違
い
な
い
と
証
言
し
た
。
結
果
、

被
害
者
は
前
被
害
者
三
人
と
同
大
学
の
生
徒
で
、
ア
レ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
さ
ん
（
二
○
）
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

さ
ら
に
翌
二
五
日
、ノ
エ
ル
（
ク
リ
ス
マ
ス
）
の
日
、パ
ド
ヴ
ァ
に
あ
る
サ
ン
タ
ン
ト
ニ
オ
聖
堂
の
正
門
前
で
、

聖
堂
の
神
父
に
よ
っ
て
五
番
目
の
犠
牲
者
が
発
見
さ
れ
た
。
形
状
は
前
四
人
の
被
害
者
と
同
様
で
あ
る
。
遺
族

の
証
言
に
よ
り
、
右
肩
の
北
斗
七
星
に
似
た
痣
に
よ
っ
て
、
前
四
人
と
同
じ
大
学
に
通
っ
て
い
た
、
ナ
タ
リ
ー
・

マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
さ
ん
（
二
一
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

五
人
の
被
害
者
の
司
法
解
剖
の
結
果
、
驚
く
べ
き
事
実
が
判
っ
た
。
な
ん
と
五
人
の
被
害
者
は
、
み
な
二
○

日
の
午
後
九
時
か
ら
午
前
一
時
ま
で
の
あ
い
だ
に
殺
害
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
被
害
者
の
年
齢
は
、
死
亡
推
定
時
刻
の
二
〇
日
の
時
点
で
の
年
齢
で
あ
る
。

遺
体
が
発
見
さ
れ
て
も
、
頭
部
の
無
い
遺
体
を
身
柄
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
遺
族
の
心
情
は
、
想
像
す
る
に

余
り
あ
る
だ
ろ
う
。
暴
行
の
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
変
質
者
の
犯
行
と
は
断
定
し
に
く
い
。
怨
恨
の
線
が

妥
当
だ
ろ
う
か
》（
イ
タ
リ
ア
の
全
国
紙
「
ラ
・
ス
タ
ン
パ
」
よ
り
引
用
）

「
先
ほ
ど
の
ポ
ー
ル
の
意
見
だ
け
ど
私
も
同
じ
考
え
だ
わ
。
被
害
者
が
カ
レ
ッ
ジ
の
女
生
徒
だ
か
ら
マ
フ
ィ
ア

は
か
ら
ん
で
な
い
と
は
思
う
け
ど
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て
み
な
い
と
犯
人
の
情
動
は
判
ら
な
い
わ
ね
。
五

人
の
殺
害
方
法
が
同
じ
こ
と
か
ら
、
同
一
犯
の
犯
行
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
わ
。
話
は
変
わ
る
け
ど
、
洗
脳

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
捜
査
官
と
い
う
役
職
は
、
欧
州
の
ポ
リ
ス
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
は
あ
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ま
り
歓
迎
さ
れ
て
な
い
と
い
う
噂
も
訊
い
て
い
る
わ
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
歓
迎
し
て
く
れ
た
け
ど
ね
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
事
件
捜
査
の
考
え
方
が
違
う
み
た
い
」

「
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
は
事
件
捜
査
に
お
い
て
は
先
進
国
で
あ
り
、
欧
州
は
保
守
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
」

「
と
い
う
よ
り
、
警
察
機
関
に
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
単
な
る
縄
張
り
意
識
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
私
の

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
自
分
た
ち
の
認
知
行
動
学
、
精
神
分
析
学
的
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
と
同
種
の
も
の
と
捉

え
て
い
た
節
が
あ
っ
た
か
ら
」

ミ
ラ
ノ
空
港
で
降
り
た
あ
と
、
ポ
ー
ル
は
タ
ク
シ
ー
で
、
今
回
の
事
件
の
捜
査
本
部
に
な
っ
て
い
る
パ
リ
司

法
警
察
署
へ
と
向
か
っ
た
。
本
来
な
ら
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
空
港
ま
で
直
行
し
た
ほ
う
が
利
便
性
は
よ
か
っ

た
の
だ
が
、
マ
ヤ
が
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
取
り
掛
か
る
た
め
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
、
条
件
に
見
合
う
時

間
帯
、
つ
ま
り
夜
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ポ
ー
ル
と
協
議
し
た
結
果
、
ミ
ラ
ノ
直
行
便
に

な
っ
た
。
パ
リ
市
警
の
ポ
リ
ス
と
の
協
議
は
ポ
ー
ル
に
任
せ
て
、
マ
ヤ
は
第
一
被
害
者
の
家
に
向
か
い
、
遺
族

に
、
被
害
者
の
事
件
当
夜
の
聴
取
を
行
い
、
そ
の
あ
と
五
人
の
被
害
者
が
通
っ
て
い
た
、
イ
タ
リ
ア
女
子
短
期

ア
カ
デ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
向
か
い
、
学
校
関
係
者
や
被
害
者
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
か
ら
事
情
聴
取
し
、
終
わ
り
次

第
ポ
ー
ル
に
連
絡
し
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ソ
ブ
ラ
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
教
会
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
広
場
に
あ
る
、
ベ
ル

ニ
ー
ニ
作
『
オ
ベ
リ
ス
ク
を
乗
せ
た
象
』
の
前
で
落
ち
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
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第
一
章
　
　
　
カ
プ
リ
島

十
二
月
二
七
日
（
土
）（
現
地
時
間
）・AM

 9 

：25

ミ
ラ
ノ
に
着
く
と
ポ
ー
ル
と
別
れ
た
マ
ヤ
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
、
日
本
の
普
通
車
を
レ
ン
タ
ル
し

た
。
馴
染
ん
だ
日
本
車
で
、
燃
費
の
い
い
車
を
選
ん
だ
。
運
転
席
に
乗
り
、
セ
ル
モ
ー
タ
ー
を
ま
わ
し
た
。
エ

ン
ジ
ン
音
は
静
か
だ
。
マ
ヤ
は
ゆ
っ
く
り
と
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
み
、
ナ
ポ
リ
へ
と
向
か
っ
た
。

曇
っ
た
雲
の
切
れ
目
か
ら
と
き
お
り
柔
ら
か
い
光
が
、
崖
の
斜
面
に
ひ
し
め
く
よ
う
に
建
つ
家
並
み
を
照
ら

し
出
し
た
。
太
陽
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り
注
げ
ば
、
こ
の
集
落
も
光
を
ち
り
ば
め
た
宝
石
と
化
す
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
走
る
マ
ヤ
の
レ
ン
タ
カ
ー
は
、
と
き
お
り
観
光
バ
ス
と
す
れ
違
う
。
こ
ん
な
日
に

も
観
光
客
は
い
る
ら
し
い
。
や
が
て
山
あ
い
か
ら
デ
ィ
ー
プ
ブ
ル
ー
の
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
が
見
え
て
き
た
。
空
に

は
暗
雲
が
立
ち
込
め
て
き
た
。
風
が
強
く
、
海
は
荒
れ
て
い
た
。
マ
ヤ
は
腕
時
計
を
見
た
。
現
地
時
間
の
十
一

時
を
長
針
が
指
そ
う
と
し
て
い
た
。海
が
荒
れ
て
い
る
の
で
フ
ェ
リ
ー
が
通
っ
て
い
る
の
か
不
安
だ
っ
た
が「
運
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航
し
て
い
る
」
と
乗
り
場
の
係
員
か
ら
聞
い
て
安
堵
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
駐
車
場
に
止
め
た
。
島
で
は
車
は
使

え
な
い
の
で
あ
る
。
車
か
ら
出
る
と
凍
り
つ
く
よ
う
な
冷
気
が
襲
っ
て
き
た
。
マ
ヤ
は
、
雨
の
予
防
の
た
め
に

用
意
し
た
フ
ー
ド
付
き
の
ベ
ー
ジ
ュ
の
コ
ー
ト
を
羽
織
っ
た
。
こ
の
異
邦
の
地
を
訪
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て

だ
っ
た
。
迫
り
く
る
厳
し
い
冬
の
兆
し
を
孕
ん
だ
緑
青
の
地
中
海
が
お
び
た
だ
し
い
荒
馬
の
群
れ
の
ご
と
く
荒

れ
狂
い
、
波
頭
は
鋭
い
刃
の
切
っ
先
の
ま
が
ま
が
し
さ
を
帯
び
、
マ
リ
ー
ナ
・
グ
ラ
ン
デ
の
岸
壁
に
お
し
よ
せ

て
い
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
事
件
捜
査
の
困
難
さ
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
に
…
…

ナ
ポ
リ
・
ソ
レ
ン
ト
港
か
ら
カ
プ
リ
島
の
玄
関
口
、
マ
リ
ー
ナ
・
グ
ラ
ン
デ
ま
で
フ
ェ
リ
ー
で
約
一
時
間
。

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
や
白
を
基
調
と
し
た
家
並
み
が
ひ
し
め
き
、
夏
に
は
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
が
咲
き
乱
れ
る
と
い

う
こ
の
島
は
、
時
の
皇
帝
た
ち
を
も
魅
了
し
、
ロ
ー
マ
最
古
の
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
は
自
国
の
領
土
と
し
、

テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
は
皇
帝
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
別
荘
（
ヴ
ィ
ラ
）
を
建
て
て
島
に
隠
遁
し
、
島
を
出
る
こ

と
な
く
帝
国
を
治
め
た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。

島
に
着
く
と
、
目
的
地
に
向
か
っ
て
マ
ヤ
は
歩
い
た
。
普
段
は
観
光
客
で
賑
わ
う
と
い
う
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世

広
場
も
霧
に
閉
ざ
さ
れ
、
人
影
も
な
い
。
殺
風
景
な
広
場
を
歩
き
、
ア
ウ
グ
ウ
ト
ゥ
ス
庭
園
を
抜
け
て
し
ば
ら

く
歩
く
と
、
国
内
で
も
屈
指
の
名
建
築
と
い
わ
れ
る
カ
ル
ト
ジ
オ
会
の
サ
ン
・
ジ
ャ
コ
モ
修
道
院
が
、
島
の
東

側
の
海
沿
い
に
建
っ
て
い
る
の
が
見
え
て
き
た
。
１
３
７
１
年
か
ら
７
４
年
に
ア
ン
ジ
ュ
ー
家
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ナ
王
妃
の
秘
書
だ
っ
た
ジ
ャ
コ
モ
・
ア
ル
タ
ッ
チ
の
希
望
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
暗
雲
を

背
景
に
蒼
古
然
と
し
て
、
中
世
の
修
道
院
そ
の
ま
ま
に
周
り
の
景
色
と
溶
け
合
っ
て
い
る
。
マ
ヤ
は
得
も
言
わ



16

れ
ぬ
感
動
が
奥
底
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
覚
え
て
い
た
。
晴
れ
た
日
に
は
絶
景
が
望
め
る
と
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
あ
っ
た
フ
ェ
ラ
ー
リ
オ
の
奇
岩
は
、
ど
こ
ま
で
も
海
を
覆
う
濃
霧
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
そ
の
姿
を
現
す

こ
と
は
な
か
っ
た
。

修
道
院
の
近
く
に
あ
る
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
邸
宅
で
、
第
一
被
害
者
カ
ト
リ
ー
ヌ
の
母
親
、
シ
ス
タ
ー
、
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
ニ
は
、
老
衰
で
伏
せ
て
い
る
九
二
歳
の
修
道
院
長
、
マ
ザ
ー
、
ア
ン
ナ
・
フ
ェ
デ

ニ
ー
ニ
の
看
病
を
し
な
が
ら
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
と
訊
い
て
い
た
。
マ
ヤ
の
最
初
の
捜
査
は
、
第
一
被

害
者
の
母
親
に
会
い
、
被
害
者
に
関
す
る
こ
と
を
聴
取
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
は
パ
リ
市

警
の
協
力
で
取
れ
て
い
た
。

修
道
院
か
ら
歩
い
て
五
分
ほ
ど
の
場
所
に
、
島
の
住
居
の
特
徴
で
あ
る
青
い
屋
根
と
白
い
壁
の
シ
ス
タ
ー
、

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
ニ
邸
は
あ
っ
た
。

背
後
に
人
の
気
配
を
感
じ
、
振
り
返
っ
た
マ
ヤ
は
背
筋
が
凍
っ
た
。（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
背
虫
男
）
が
い
た

の
だ
。
体
つ
き
は
が
っ
ち
り
と
し
て
い
る
が
、
背
中
が
（
く
）
の
字
に
曲
が
っ
て
い
る
。
隻
眼
の
、
襤
褸
を
身

に
ま
と
っ
た
中
年
の
男
が
右
手
に
斧
を
ぶ
ら
さ
げ
て
、
潰
れ
て
な
い
ほ
う
の
右
眼
で
マ
ヤ
を
じ
っ
と
見
上
げ
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
し
ゃ
が
れ
た
声
の
イ
タ
リ
ア
語
で
マ
ヤ
に
向
か
っ
て
何
か
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、

英
語
は
話
せ
る
の
だ
が
、
イ
タ
リ
ア
語
は
判
ら
な
い
。
と
い
っ
て
無
視
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
カ
タ
コ

ト
の
イ
タ
リ
ア
語
の
単
語
を
つ
な
げ
て
み
た
。「
ベ
ル
フ
ァ
ヴ
ォ
ー
レ
、
レ
イ
、
キ
（
す
み
ま
せ
ん
が
あ
な
た

は
誰
？
）」
背
虫
男
は
、斧
を
持
っ
て
な
い
ほ
う
の
手
で
自
ら
の
胸
を
示
し
な
が
ら
答
え
た
。「
シ
ャ
ル
ド
ッ
ク
」
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「
シ
ャ
ル
ド
ッ
ク
さ
ん
ね
。
イ
オ
、
マ
ヤ
・
ハ
ヅ
キ
（
私
は
葉
月
摩
耶
）」「
よ
ろ
し
く
ね
」
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
の
ま
に
か
、
男
は
何
処
か
へ
去
っ
て
い
た
。

マ
ヤ
は
深
呼
吸
し
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
か
ら
、
玄
関
へ
と
至
る
小
さ
な
石
段
を
上
り
、
ド
ア
の
水
牛

の
形
を
し
た
ノ
ッ
ク
バ
ー
を
握
り
、
三
回
ノ
ッ
ク
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
ド
ア
が
外
側
へ
開
き
、
体
格
の
い
い
、
黒
衣
の
尼
僧
が
ド
ア
の
隙
間
か
ら
顔
を
出
し
た
。
シ

ス
タ
ー
、
カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
ニ
が
英
語
を
話
せ
な
け
れ
ば
通
訳
を
依
頼
す
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
話
せ
る
と
の
パ

リ
市
警
か
ら
の
知
ら
せ
に
、
マ
ヤ
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
マ
ヤ
は
英
語
で
自
己
紹
介
し
た
。

「
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
、
ミ
ス
・
マ
ヤ
。
ど
う
ぞ
中
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
」
玄
関
先
で
マ
ヤ
が
コ
ー
ト
を
脱
ぐ
と
、

シ
ス
タ
ー
が
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
て
く
れ
た
。
マ
ヤ
は
礼
を
言
っ
た
。
シ
ス
タ
ー
は
、
マ
ヤ
に
、
リ
ビ
ン
グ
の
ソ

フ
ァ
に
座
る
よ
う
促
し
た
。
二
十
畳
ほ
ど
の
リ
ビ
ン
グ
で
あ
る
。
シ
ス
タ
ー
は
堂
々
と
し
た
体
格
を
し
て
い
た
。

マ
ヤ
は
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
名
画
『
牛
乳
を
注
ぐ
女
』
を
思
い
出
し
て
い
た
。
─
写
実
主
義
の
画
家
は
、
何
処
に

で
も
い
そ
う
な
イ
タ
リ
ア
の
女
性
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
。

「
外
は
寒
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
何
か
温
か
い
お
飲
み
物
は
い
か
が
で
す
か
。
カ
フ
ェ
・
ラ
テ
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
、

テ
（
紅
茶
）、
ほ
か
に
何
か
ご
希
望
が
あ
れ
ば
お
作
り
し
ま
す
よ
」
テ
は
日
本
で
言
う
紅
茶
と
い
う
こ
と
は
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
知
っ
て
い
た
。

「
テ
（
紅
茶
）
を
頂
き
ま
す
」

円
形
の
白
い
天
井
か
ら
吊
る
さ
れ
た
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
目
を
引
い
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
彫
琢
が
施
さ
れ
て
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い
て
、
荘
厳
な
中
に
も
優
雅
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

そ
の
真
下
に
大
理
石
柄
の
円
卓
が
あ
っ
た
。

壁
を
真
ん
中
で
切
り
取
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
仕
切
っ
た
向
こ
う
側
が
キ
ッ
チ
ン
の
よ
う
だ
っ
た
。
そ
ち
ら
へ

向
か
お
う
と
す
る
シ
ス
タ
ー
に
、
先
ほ
ど
出
会
っ
た
男
の
こ
と
を
マ
ヤ
は
聞
い
て
み
た
。

「
あ
あ
、
そ
の
男
な
ら
、
オ
ノ
レ
・
ド
・
シ
ャ
ル
ド
ッ
ク
と
い
う
名
の
使
用
人
で
す
。
今
年
還
暦
を
迎
え
た
ば

か
り
で
す
。
ご
ら
ん
の
と
お
り
、
生
ま
れ
つ
き
背
骨
が
湾
曲
し
て
い
て
、
左
目
が
見
え
な
い
の
で
す
。
も
う

三
十
年
も
前
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
島
で
乞
食
同
然
の
暮
ら
し
を
し
て
い
る
シ
ャ
ル
ド
ッ
ク
を
見
る
に
見
か
ね

た
マ
ザ
ー
が
、
こ
の
修
道
院
に
使
用
人
と
し
て
小
屋
を
あ
て
が
い
、
住
み
着
か
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
左

目
は
潰
れ
て
い
ま
す
が
、
力
は
あ
り
ま
す
し
器
用
で
す
か
ら
、
薪
割
り
や
修
道
院
の
修
繕
を
や
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
す
」

「
そ
う
で
し
た
か
」ご
つ
い
体
と
す
ば
し
こ
い
動
き
。
ひ
ょ
い
と
屋
根
の
上
に
飛
び
乗
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。

「
外
回
り
の
警
備
も
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。
修
道
院
長
の
マ
ザ
ー
、
ア
ン
ナ
・
フ
ェ
デ
リ
ー
ニ
は

九
二
歳
と
い
う
高
齢
で
、老
衰
の
た
め
拙
宅
の
別
室
で
床
に
就
い
て
お
ら
れ
ま
す
。修
道
院
の
管
理
は
私
が
や
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
私
も
女
で
す
か
ら
。
シ
ャ
ル
ド
ッ
ク
の
姿
を
見
た
ら
た
い
て
い
の
人
は
ぎ
ょ
っ
と
し
ま
す

か
ら
ね
。
た
だ
訪
問
客
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
臆
面
も
な
く
近
寄
っ
て
じ
ろ
じ
ろ
見
る
癖
が
あ
る
の
で
す
。
は

し
た
な
い
か
ら
や
め
る
よ
う
に
き
つ
く
注
意
し
て
い
る
の
で
す
が
。
嫌
な
思
い
を
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
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「
い
え
、
と
ん
で
も
な
い
で
す
。
私
が
自
己
紹
介
す
る
と
、
シ
ャ
ル
ド
ッ
ク
さ
ん
も
自
己
紹
介
な
さ
っ
た
の
で

す
。
い
い
人
み
た
い
で
す
ね
」

「
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
で
も
ビ
ッ
ク
リ
な
さ
っ
た
で
し
ょ
う
。
悪
い
男
で
は
な
い
の
で
す
が
ね
。
今
度

き
つ
く
注
意
し
て
お
き
ま
す
」

キ
ッ
チ
ン
と
リ
ビ
ン
グ
を
仕
切
っ
た
壁
に
、
二
枚
の
宗
教
画
が
間
隔
を
置
い
て
掛
け
て
あ
っ
た
。
二
枚
と
も

五
○
号
ほ
ど
の
絵
で
、
一
枚
は
、
聖
母
マ
リ
ア
が
幼
子
イ
エ
ス
を
胸
に
抱
き
、
慈
愛
の
眼
差
し
を
そ
そ
い
で
い

る
絵
。
構
図
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
で
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
作
品
で
、
似
た
よ
う
な
筆
致
の
絵
を
見
た
よ
う
な
気

が
す
る
。

も
う
一
枚
は
、
あ
る
女
性
の
肖
像
画
で
あ
る
。
椅
子
に
腰
か
け
、
机
の
上
の
何
か
の
本
を
両
手
で
開
い
て
読

ん
で
い
る
絵
だ
が
、
本
と
女
性
の
眼
の
距
離
が
や
や
遠
く
、
本
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
よ
り
、
本
を
開
い
た
ま

ま
瞑
想
に
耽
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

（
こ
の
絵
の
中
の
女
性
は
誰
な
の
だ
ろ
う
。
コ
ピ
ー
だ
と
は
思
う
が
、
誰
の
作
で
何
と
い
う
題
の
絵
な
の
か
）

マ
ヤ
は
そ
れ
を
知
り
た
く
な
っ
た
。
ソ
フ
ァ
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
、
キ
ッ
チ
ン
で
飲
み
物
の
用
意
を
し
て
い

る
シ
ス
タ
ー
に
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
問
い
か
け
た
。

「
シ
ス
タ
ー
、
カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
ニ
。
い
ま
話
し
か
け
て
も
差
し
支
え
な
い
で
す
か
」

「
ど
う
ぞ
、
何
で
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
カ
ト
リ
ー
ヌ
と
は
い
つ
も
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
話
を
し
て
い

ま
し
た
か
ら
」
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「
壁
に
掛
け
て
あ
る
絵
の
こ
と
で
す
が
、
若
い
女
の
人
が
本
を
読
ん
で
い
る
絵
で
す
。
こ
の
絵
に
描
か
れ
て
い

る
女
性
は
誰
で
し
ょ
う
か
。
絵
の
題
名
と
か
作
者
が
判
れ
ば
教
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
て
」

「
あ
あ
そ
の
絵
は
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ィ
・
コ
ジ
モ
と
い
う
中
世
の
画
家
が
描
い
た
『
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
』
と
い
う
名

前
の
複
製
画
で
す
。
マ
ザ
ー
が
言
わ
れ
る
に
は
、
戦
前
に
こ
の
島
を
訪
れ
た
あ
る
画
家
か
ら
頂
い
た
も
の
だ
と

聞
い
て
お
り
ま
す
」

「
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
と
は
、
絵
の
中
の
女
性
の
こ
と
で
す
か
」

「
さ
あ
。
マ
ザ
ー
は
（
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
）
の
こ
と
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
絵
に
疎
い
私
に
は

よ
く
解
り
ま
せ
ん
。
お
役
に
た
た
な
く
て
す
み
ま
せ
ん
」

「
い
え
、
ち
ょ
っ
と
興
味
を
惹
か
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
す
か
ら
、
お
気
遣
い
は
無
用
で
す
。
シ
ス
タ
ー
・
カ
ル

デ
ィ
ナ
ー
ニ
」

マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
と
は
〈
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
〉
の
こ
と
な
の
か
。
マ
ヤ
は
女
性
の
肖
像
画
に
興
味
を
そ
そ
ら

れ
た
が
、
と
り
あ
え
ず
脳
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
い
た
。

「
ど
う
ぞ
円
卓
の
お
好
き
な
席
に
お
座
り
く
だ
さ
い
。
い
ま
、
お
飲
み
物
を
お
持
ち
し
ま
す
か
ら
」

シ
ス
タ
ー
に
促
さ
れ
て
、
マ
ヤ
は
ソ
フ
ァ
か
ら
、
壁
絵
の
見
え
る
円
卓
の
席
に
着
い
た
。

シ
ス
タ
ー
・
カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
ニ
が
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
の
入
っ
た
カ
ッ
プ
と
二
人
分
の
デ
ザ
ー
ト
を
乗
せ
た
ト

レ
イ
を
片
手
で
軽
々
と
持
っ
て
現
れ
た
。
シ
ス
タ
ー
は
壁
の
絵
を
背
に
し
た
席
に
着
い
た
。

「
ド
ル
チ
ェ
は
日
本
で
も
知
ら
れ
て
い
る
テ
ィ
ラ
ミ
ス
で
す
。
ど
う
ぞ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
マ
ス
カ
ル


